
































































































































































































































































































注 (1) 末川博紺 『民ボ法学辞典』下巻1785頁（西原道雄）。
(2) 西原道雄 「扶養の史的渚形態とその背娯」『家族問題と家族法』V扶養19頁。
(3) エンゲルス（戸原四郎訳岩波文庫 ） 『家族・私有財産• 国家の起源』218頁参照。
(4) 西原・前褐論文（「扶養の史的諸形態とその背景」）21頁以下参照。
(5) 同論文・ 27頁以下。岩田健次 「ローマ法における扶養」『伊沢孝平教授還歴記念論文
見 285頁以下参照。
(6) —-応権利義関係としてとらえられているが請師的要素が強か っ た 。 石井良助 「明治
民法施行前の扶養法」『家族問題と家族法』 V扶養98頁以下参照。





(1) 馬原鉄男・小関三平・真田是・仲村祥一編 『現代日本の社会問題』 I日本資本主義
と社会問題131頁以下参照（真田是）。










(18) 角田豊・小倉襄二編 『現代の社会保障』 45頁。
(19) 高島進 『社会保障と杜会福祉』 35, 40貞。
(20) 藪玉夫「親族扶養の法的性格に関する——•試論」 法学会論集 7 巻 2 号89頁参照。
(Zl) 西原道雄「社会保障における親族の扶養」ジュリスト 301号52, 53頁。
(2) 婚姻家族の概念につい ては，有地亨『家族制度研究序品』407頁以下参照。
(;3) 藪• 前掲論文92頁 。
(24) 西原道雄「生活保護法における親族の扶養義務」私法16号87頁参照。
(25) 湯沢薙彦 「核家族と扶養義務」『法とはなにか』 ジュリス ト増刊44頁参照。



























































































































































































































































































































































































通説の立場に立つ判例としては．広島家審昭和31年 6月3日家裁月報 8巻 7号33頁
大阪高決昭和32年 9月17日家裁月報 9巻9号23頁などがある。







(4) 於保不二雄編集 『注釈民法』 (23)親族(4)370, 371頁参照（太田武男）。

























(1り 渡辺洋三 『憲法と現代法学J 239頁。
(18) 中川高男「社会主義社会における扶養問題」 『家族問題と家族法』V扶整347頁。









(23) 幾代通・鈴木禄弥・広中俊雄 『民法の甚礎知識』 (1)190, 191頁（鈴木禄弥）。別冊ン
ュリスト『法学教室』7号190, 191頁参照（鈴木禄弥）。
(24) 中川善之助「扶養義務の 2つの原型について」学習院大学法学部研究年報 I276頁3








































沼正也 ・前掲論文 （「公的扶助と私的扶養の限界」） 135-138, 145頁，於保・前掲論文
237, 238貞参照。
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